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５
月
１
日
（
月
）
初
夏
を

感
じ
る
好
天
の
も
と
、
広
島

県
第
94
回
中
央
メ
ー
デ
ー
が

「
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活

と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民

主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め

ざ
そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
開
催
さ
れ
、
全
体
で

４
０
０
人
う
ち
広
島
自
治
労

連
か
ら
７
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

10
時
に
原
爆
ド
ー
ム
前
か

ら
出
発
、
各
単
組
が
持
ち

寄
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
道
行

く
市
民
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
会
場
の

中
央
公
園
西
・
基
町
環
境
護

岸
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
神
部
泰
実
行

委

員

長
（
県

労

連

議

長
）

が
、
メ
ー
デ
ー
の
歴
史
を
紹

介
し
た
上
で
、
岸
田
政
権
に

よ
る
大
軍
拡
・
大
増
税
を
厳

し
く
批
判
し
、
「
平
和
こ
そ

労
働
組
合
の
原
点
」
「
Ｇ
７

開
催
に
向
け
て
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
の
労
働
者
、
国
民

と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
早
期
批
准
を
求
め
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

活
動
報
告
で
は
医
療
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
ケ
ア
労

働
者
、
平
和
、
非
正
規
、
憲

法
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、

今
年
初
め
て
の
取
り
組
み

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
川
柳
」

の
上
位
発
表
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 

広
島
自
治
労
連
の
浅
海
美

咲
子
執
行
委
員
が
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
読
み
上
げ
、
大
き
な

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
広
島
自
治
労
連

か
ら
介
護
労
、
広
島
市
職

労
、
女
性
部
も
加
盟
す
る
は

た
ら
く
女
性
実
行
委
員
会
等

が
応
募
し
、
「
幸
せ
に
生
き

た
い 

働
き
た
い
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
は
た
ら
く
女
性
は

２
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
県
北
、
尾

三
、
呉
地
区
で
も
開
催
さ

れ
、
人
間
ら
し
い
ま
と
も
な

生
活
の
で
き
る
職
場
と
地
域

実
現
を
求
め
行
動
す

る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。  

  

人
間
ら
し
く
、
幸
せ
な
生
活
を

守
る
た
め
に
つ
な
が
ろ
う
！ 

Ｇ
７
開
催
目
前
、
平
和
を

求
め
訴
え
る
と
き 

新
た
な
取
り
組
み
！

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
川
柳 

2023年5月1日 

第94回広島県中央メーデー 

仕事と家庭の両立を頑張りたい 
 

 広島市留守家庭子ども会労組/ 

放課後児童クラブ指導員 

 

 資格を活かし、仕事と家庭

の両立を自分なりにがんばっ

て働きたいと思い、この仕事

を選びました。 

 組合では仕事等を詳しく知

りたいです。 

 自分ではわからないです

が、周りから「天然だね」と

言われます。趣味はショッピ

ングと料理です。 

子どもの思いを大切にしたい 
 

 広島市職労/保育士 

 

 地元の剣道の道場で子ども

たちに教えていくうちに、子

どもと関わる仕事に興味を持

ち、この仕事を選びました。 

 子どもたちの「やってみよ

う」の思いを大切にし、主体

的に過ごせるよう関わってい

きたい。 

 最近ディキャンプデビュー

したので、今後は泊りがけで

行ってみたいです。  

広
島
市
職
労
は

広
島
市
役
所

の

新

規

採

用
職
員
の

み
な
さ
ん

に
、
同

期

の

つ
な
が

り
を
つ
く
っ

て
も
ら
お
う

と
、
歓
迎
会
を

企
画
し
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
リ
モ
ー
ト
会

食
で
し
た
が
、
今
年
は
趣

向
を
変
え
て
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
４
月

21
日
に
行

い
ま
し
た
。 

先
輩
組
合
員
を
含
め

28

人
が
集
ま
り
、
新
規

採
用
者
を
歓
迎
し
ま
し

た
。 フ

レ
ッ
シ
ュ
で
活
気
の

あ
る
新
規
採
用
者
た
ち

は
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ

ア
が
出
る
た
び
に
ハ
イ

タ
ッ
チ
や
グ
ー
タ
ッ
チ
を

し
て
打
ち
解
け
て
い
き
ま

し
た
。
な
か
に
は
球
を

カ
ー
ブ
さ
せ
て
ス
ト
ラ
イ

ク
を
取
る
熟
練
者
も
い

て
、
会
場
は
「
お
～
！
す

げ
～
！
」
な
ど
の
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。 

最
後
に
ク
オ
カ
ー
ド
や

高
級
カ
ッ
プ
麺
等
、
チ
ー

ム
ご
と
の
順
位
に
応
じ
た

景
品
が
配
ら
れ
、
「
や
っ

た
ぁ
！｣

「
嬉
し
い
！｣

と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

浅海美咲子執行委員 

写
真
右
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
川
柳 

写
真
中
・
広
島
市
職
労
退
職
者
会 

写
真
左
・
広
島
介
護
労 

 広島自治労連は、4月以降組

合加入が続いています。新しい

仲間がどんなひとたちなのか、

少しだけ紹介します。 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

 

ひろしま自治労連                          ２０２３年５月１５日号  

５
月
３
日
（
水
）
は
憲
法
記

念
日
と
い
う
こ
と
で
、
県
内
各

地
で
憲
法
を
考
え
る
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

広
島
市
で
は
、
ま
ず
午
前
10

時
よ
り
、
広
島
弁
護
士
会
館
で

憲
法
集
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
国
際
運
営
委
員
兼
会
長
・

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
共
同
代
表
の
川

崎
哲
（
か
わ
さ
き 

あ
き
ら
）

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
「
戦
争

の
準
備
で
は
な
く
、
平
和
の
準

備
を
」
と
題
し
て
講
演
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

川
崎
さ
ん
は
、
安
保
３
文
書

の
改
訂
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
で
の

軍
事
的
緊
張
が
高
ま
り
、
米
国

と
中
国
に
よ
る
戦
争
が
現
実
と

な
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
の

上
で
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

改
定
の
問
題
点
を
説
明
し
ま
し

た
。 「

反
撃
能
力
」
と
い
う
名
の

敵
基
地
攻
撃
能
力
に
つ
い
て

は
、
相
手
国
の
攻
撃
着
手
の
定

義
が
曖
昧
で
あ
り
、
防
衛
費
の

倍
増
に
関
し
て
は
、
膨
大
な
借

金
を
抱
え
て
い
る
日
本
で
は
、

国
民
の
生
活
が
犠
牲
に
な
る
怖

れ
が
あ
る
こ
と
、
社
会
・
学
術

の
分
野
が
軍
事
に
支
配
さ
れ
つ

つ
あ
る
中
、
こ
れ
を
打
破
す
る

た
め
に
は
、
今
一
度
日
本
国
憲

法
の
基
本
原
則
に
立
ち
返
る
必

要
性
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。 

   

最
後
に
、
国
家
安
全
保
障
と

は
軍
事
的
な
意
味
で
は
な
く
、

人
権
保
障
・
国
民
の
命
、
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
で
あ
る
と
強

調
。
憲
法
を
順
守
し
た
防
衛
・

外
交
政
策
の
大
切
さ
を
改
め
て

学
ぶ
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
は
広
島
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
同
会
場
４
年
ぶ
り
と

な
る
「
マ
イ
ラ
イ
フ
マ
イ
憲

法
」
が
開
催
さ
れ
、
講
演
で
は

『
人
々
が
希
求
を
込
め
た
平
和

の
ル
ー
ル 

「
転
換
」
の
時
代

に
こ
そ
向
き
合
う
「
高
次
の

法
」
と
題
し
て
武
蔵
野
美
術
大

学
造
形
学
部
教
授
の
志
田
陽
子

さ
ん
が
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

志
田
さ
ん
は
、
安
保
３
文
書

を
「
安
全
保
障
そ
の
も
の
」

「
法
の
順
守
」
「
決
定
の
在
り

方
」
「
財
政
の
問
題
」
の
４
点

で
解
説
し
、
今
一
度
言
論
を
大

事
と
し
、
憲
法
を
順
守
し
た
人

権
保
障
こ
そ
安
全
保
障
で
あ
る

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

後
半
の
憲
法
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
は
生
活
保
護
、
宗
教
、
戦
争

体
験
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
社
会
問

題
を
取
り
上
げ
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
憲
法
の

大
切
さ
を
展
開
。
出
演
者
の
熱

演

も

あ

り

と

て

も

楽

し

い

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
し
た
。 

憲
法
を
考
え
、
そ
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
１
日
と
な
り
ま

し
た
。 

                                   

 

国際平和文化都市広島にふさわしい中央図書館（浅野文庫、原爆文学、映像資料所蔵を含む） 

及び公共施設の中央公園再整備計画について再検討を求める請願署名 

 

【請願趣旨】 

中央図書館のある中央公園は平和の軸線(資料館―慰霊碑―原爆ドームを結ぶ軸線)の延長上にある平和文化

エリアです。原爆の惨禍から復興に立ち上がった市民の、平和の文化の花咲かせたいとの願いが込められ

た場所であり、平和記念都市建設法に基づいて、こども図書館や中央図書館、映像文化ライブラリー等の

公共施設が建設されてきた場所です。また、中央図書館内には日本の公共図書館としては初めての国連寄

託図書館が設置(1987 年)されています。これらの公共施設を中古の商業施設(エールエール A 館)の高層階（8～

10F）に押し込めることは、世界に平和を発信する責務を負う国際平和文化都市広島市がやるべきこととは

到底思えません。 

さらに、市は 2022 年 3 月議会で採択された付帯決議の 3 案(現地建て替え・中央公園内建て替え・エールエ

ール A 館への移転)の比較検討ではなく、2 案のみ(現地建て替え・エールエール A 館への移転)を検討し、市民

に対し丁寧な説明を行っていません。にもかかわらず、2023 年 3 月議会で移転に関わる予算の一部が可決

され、中央図書館等の移転は進められています。議会では可決されていても、市民はいまだ理解も納得も

できていません。私たちの大切な税金は公正で民主的な手続きのもとに使われるべきものです。 

 よって、国際平和文化都市広島にふさわしい、知の拠点としての「中央図書館（浅野文庫、原爆文学、映 

像資料所蔵を含む）及び公共施設(青少年センター・ファミリープール)の中央公園再整備計画」になるよう、以下の

ことを請願します。 

 

【請願項目】   

1. 基幹図書館及び国連寄託図書館としての中央図書館（浅野文庫、原爆文学、映像資料所蔵を含む）を 

    中央公園内に建て替えてください。 

2. 青少年センター、こども図書館を中央公園内に建て替えてください。 

3. ファミリープールを中央公園内で存続させてください。 

4. 中央公園再整備計画を一旦保留にし、2022 年 3 月の付帯決議に基づいた 3 案（現地建て替え・中央

公園内建て替え・エールエール A 館への移転）及び中央公園全体の具体案を示してください。 

5. 市担当者・専門家・市民による中央公園再整備計画審議会を設置し、再検討してください。 

6. 中央公園再整備計画に関わる情報を広く市民に公開してください。 

 

お名前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県外、未成年、外国籍の方もご署名いただけます。この署名は個人情報保護法に基づき目的以外には使用いたしません。 

【呼びかけ団体】 広島の文化の未来を考える教職員の会   （代表  藤川晴美）  

住所 広島市東区光町二丁目 9-24-402          E
-mail harumifff@yahoo.co.jp 

緑ゆたかな静寂の地で広島の文化を創造・継承したい市民の会        E-mail   hjrouren@urban.ne.jp 

【取り扱い団体】（          
                                ）    〆切り 2023 年 5 月 31 日（水）  

「同上」や「〃」は使わないで下さい。番地までお書き下さい。 

えんぴつ書きや FAX は無効になります。 

 ご住所 

広島市議会議長 様                     

 

５
月

10

日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
広
島
市
議
会
棟
前
で
、

「
国
際
平
和
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
！
ヒ
ロ
シ
マ
の
図
書
館
を
」

「
中
央
図
書
館
は
中
央
公
園
内
で

建
て
替
え
を
」
「
中
央
公
園
の
再

整
備
計
画
の
再
検
討
を
」
と
宣
伝

行
動
と
署
名
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

 

主
催
は
、
「
緑
ゆ
た
か
な
静
寂

の
地
で
広
島
の
文
化
を
創
造
・
継

承
し
た
い
市
民
の
会
」
（
広
島
自

治
労
連
加
盟
）
。
当
日
は
広
島
市

議
会
臨
時
会
初
日
で
あ
り
、
新
た

に
選
出
さ
れ
た
市
会
議
員
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
込
め
て
24
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
「
移
転

根
拠
の
不
明
確
さ
や
、
市
長
・
担

当
課
に
よ
る
議
会
説
明
の
内
容
と

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
矛
盾
が
あ

る
こ
と
、
中
央
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
機
能
と
そ
れ
が
エ
ー
ル
エ
ー

ル
館
で
確
実
に
実
現
で
き
る
状
況

が
示
さ
れ
て
い
な
い
」
等
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
と
し
て
は
、
今
後
も
署
名
活

動
や
議
会
で
の
趣
旨
説
明
等
を
行

い
な
が
ら
、
市
民
に
こ
の
問
題
を

広
く
伝
え
、
中
央
図
書
館
は
中
央

公
園
内
で
の
建
て
替
え
を
求
め
て

い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

■
安
保
３
文
書
が 

 
 

何
を
も
た
ら
す
か 

■
国
家
安
全
保
障
を 

 

人
権
保
障
と
と
ら
え
る 

■
言
論
を
大
事
に
し
た
い 

５
月
10
日
、
広
島
市
議
会
棟
前 

写真上・憲法集会 

 満杯200名＋オンライン6

会場 

写真右・マイライフマイ憲

法 

①男性職員が育児休暇を取

得するのは好ましくない。 

②同僚が「妊娠するなら、忙

しい時期を避けるべき」と

繰り返し言っている。 

③部下に対する好き嫌いが

激しく、嫌いな部下には業

務の説明をせず、無視して

いる。 

④厳しく叱ることは、いわゆ

る親心である。 
 （人事院作成パンフより抜粋） 

●
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

窓
口
を
ご
存
知
で
す
か 

広島自治労連第67回

中央委員会 

＊6月22日（木） 

  18：45～21：00 

＊ロードビルオンライ

ン併用 

＊内容 

 2023春闘総括 

 当面の運動方針 

 各職場、補助組織か 

 ら積極的に発言をお 

 願いいたします。 

＊お問い合わせは広島

自治労連まで 

 

第38回 

 網の目平和行進 

＊6月23日（金） 

17時50分に各コース集

合～18時に出発～18時

50分、平和公園噴水前

到着予定 

＊集合場所 
・東コース：稲荷橋西詰

め 

・中コース：池田銅像前 

・南コース：千田スポー

ツ会館 

・西コース：旧福島生協

病院前 

広島県母親大会全体会 

＊6月11日（日） 
  12：30～15：00 

＊広島市南区民文化セ

ンターオンライン併

用 

＊記念講演「共に生き

るとは何か」 

＊講師 安田菜津紀さ

ん 

＊参加費 700円 
（組合員は組合が負担しま

す） 
＊お問い合わせは広島

自治労連まで 


